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市長記者会見記録

日時：２０１６年１０月１７日（月）午後２時００分～２時３４分 

場所：第３庁舎１８階 講堂 

議題 

（議題） 

１．成田真由美選手及び山口貴久選手への川崎市特別賞の贈呈について 

（市民文化局） 

２．等々力陸上競技場サイド・バックスタンド観客席の一部改修について 

（建設緑政局） 

（話題提供） 

３．日本最大級のハロウィンイベント「カワサキハロウィン2016」の開催について

（経済労働局） 

<内容> 

≪成田真由美選手及び山口貴久選手への川崎市特別賞の贈呈について≫ 

司会： それでは、ただいまより市長記者会見を始めます。 

 本日は、まず議題として２つご説明させていただきます。 

 初めに、成田真由美選手及び山口貴久選手への川崎市特別賞の贈呈について。 

 次に、等々力陸上競技場サイド・バックスタンド観客席の一部改修について。 

 続きまして話題提供として、日本最大級のハロウィンイベント「カワサキハロウィ

ン２０１６」の開催について、ご説明させていただきます。 

 なお、議題の２つの事案につきましては、福田市長からの説明後、都度、質疑応答

をお受けしますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは１つ目の議題について、福田市長、よろしくお願いいたします。 

市長： よろしくお願いします。 

 先月行われましたリオオリンピック・パラリンピックでは、市にゆかりの選手の皆

さんがすばらしい活躍をされました。その中でも、昨年７年ぶりに現役復帰し、今回

のパラリンピックで日本新記録やアジア新記録を次々と更新された、水泳の成田真由

美選手に市民特別賞、パラリンピックウィルチェアーラグビーで悲願の銅メダルを獲

得された山口貴久選手にスポーツ特別賞を贈呈したいと考えております。贈呈は、１

２月１日に開催いたしますシンポジウム内で行う予定でございます。 
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司会： ありがとうございました。それでは、ただいまご説明した件につきまして質

疑応答をお願いいたします。 

 幹事社様、よろしくお願いいたします。 

幹事社： では幹事から。 

 成田選手、山口選手、それぞれスポーツ界にとっても市にとっても非常に貢献度の

高い選手だと思うんですけれども、市長が市民特別賞とスポーツ特別賞というものを

贈呈するに当たって、お二人の活躍ぶりで一番印象に残ったようなことがあれば、改

めてお聞かせください。 

市長： 山口選手についてはメダリストということでありますけれども、成田真由美

さんは、これまでもメダルを１５個という大記録を持っているパラリンピアンであり

ます。リオに送り出す際に、今回メダルはというふうな話をしましたら、やっぱりク

ラスが今回は変更になっているのでメダルは厳しいんだけれども、しかし頑張ると言

っておられました。 

 僕は、７年ぶりに現役復帰されて、今申し上げたように日本の新、アジアの新を次々

更新されるというこの姿に、ある意味メダル以上の感動がありましたし、市民に大き

な勇気を与えていただいたんじゃないかなと。そのチャレンジスピリットに心から敬

意を表したいと思っております。 

幹事社： 山口さんにも一言。 

市長： そうですね。山口さんも今回初のパラリンピックということでありますけれ

ども、ローポインターという、何というんですか、区分というかなんですけれども、

その中でも非常に活躍が目立っていて、私もニュースなんかで映るその活躍ぶり、コ

ート内の山口さんの姿を見て、ほんとうにすばらしい活躍ぶりに、ほんとうに感動し

ました。 

 特にこれまでも、いわゆるかわさきパラムーブメントに非常に協力していただいて、

障害者スポーツのときにはさまざまな形でご協力をいただいております。ぜひこうい

った形で、これからも、かわさきパラムーブメントにご協力いただきたいなと思って

おります。 

幹事社： ちょっと細かい話なんですけど、この川崎市市民特別賞、あと川崎市スポ

ーツ特別賞ですか、これはこれまでも出されているんですか。幾つぐらい……、何人

目。 

市長： スポーツ特別賞はこれまでにも出ておりますけれども、川崎市市民特別賞と

いうのは今回が初めてということになります。成田さんは数々の市の賞をこれまでに
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も受賞されておりますが、いわゆる川崎市の文化賞というのは、この前発表させてい

ただいたとおり審査員の議を経てということになるんですが、特別賞に関しては議を

経ずに市長が決定できるということになっておりまして、それで市民特別賞という形

で贈呈させていただきました。 

幹事社： これは、要するにスポーツの分野で特に活躍のあった人。 

市長： それはスポーツ特別賞ですね。 

幹事社： あっ、そっちはですね。 

市長： はい。で、いわゆる成田さんの市民特別賞というのは、スポーツということ

だけに限らず、極めて顕著な活動があったということに対する表彰でございます。 

幹事社： わかりました。 

 川崎市スポーツ特別賞は、これで何人目なんですか。 

市長： スポーツ特別賞は平成１７年度に創設されまして、これまでに１０団体、そ

れから１２個人に出されておりまして、山口選手で２３人目の受賞者になります。 

幹事社： ありがとうございます。 

 では、各社どうぞ。 

記者： 今の川崎市市民特別賞なんですが、これって、もう一回確認ですけど、文化

とかいろいろなもの、スポーツとかを含めて初めて差し上げる賞なんですか。 

市長： はい、そうです。 

記者： わかりました。 

記者： よろしいですか、今の関連で、市民特別賞、スポーツに限らず顕著な活動と

おっしゃいましたが、スポーツに限らない「顕著な活動」の部分って、成田さんで言

うと、どういったところに当たるんでしょうか。 

市長： 先ほど申し上げたとおり、いわゆるメダリストということにはなりませんで

したけれども、ある意味それ以上の活躍があったのではないかというふうに考えてお

ります。 

記者： あと、これまで成田さんは市の賞を幾つか受賞されていると。ほかにはどん

なものが。 

市長： 数々受賞されておりまして、申し上げます。平成７年のときにスポーツ賞を

とられております。アトランタパラリンピックでは市民栄誉賞、シドニーパラリンピ

ックでは市民栄誉特別賞、それから２００４年のアテネパラリンピックでは市民栄誉

特別賞を受賞されております。アトランタ、シドニー、アテネと、いずれもメダルを

獲得されているということです。 
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記者： あと、すみません、もう１点。 

 １２月１日の市主催のシンポジウムというのは、これはパラリンピック関連のシン

ポジウムということでしょうか。 

市長： そうですね。かわさきパラムーブメントに関連するイベントということでご

ざいます。 

記者： はい、ありがとうございます。 

司会： よろしいでしょうか。 

≪等々力陸上競技場サイド・バックスタンド観客席の一部改修について≫ 

司会： それでは、続きまして２つ目の議題についてご説明いたします。 

 なお、この２つ目の議題、等々力陸上競技場の件につきましては、この会見終了後、

会見室において記者レクを行わせていただきます。記者レクには、川崎フロンターレ、

サッカー事業部の長谷川部長にもご同席いただくこととしておりますので、よろしく

お願いいたします。 

 それでは市長、よろしくお願いいたします。 

市長： 等々力陸上競技場のサイド・バックスタンド観客席の一部改修についてご説

明をさせていただきたいと思います。 

 等々力陸上競技場をホームスタジアムとする川崎フロンターレは、今年、Ｊリーグ

チャンピオンシップに出場を既に決めており、初のタイトル獲得に期待が高まるばか

りです。また、アジアチャンピオンズリーグ、通称ＡＣＬについても出場が見込まれ

ている状況でございます。 

 こうした中、ＡＣＬを主催するアジアサッカー連盟の座席に関する規則の厳格な適

用の件につきましては、サイド・バックスタンドの１階席の使用ができなくなってし

まった場合、「等々力劇場」といわれる一体感のある応援の雰囲気が著しく損なわれる

ものと私も考えております。 

 そのため、サイド・バックスタンドの１階を全面的に使用できなくなる状況は避け

るため、川崎フロンターレなどの関係団体のご意見を伺いながら、対応策を総合的に

検討してまいりました。 

 特に、現在、競技場の第２期整備の事業評価を行っておりまして、サイド・バック

スタンドの整備に向けた基本的な考え方を検討している中で、限られた投資で最大限

の効果を得ることを目指し、検討してまいりました。 

 その結果、現時点でできる限りの対応として、２階の背もたれつきの座席と、１階
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の背もたれのない座席を可能な限り交換し、バックスタンド１階の３,７８２席のうち

１,２４３席を使用可能とすることといたしました。詳しくは配付資料をごらんくださ

い。 

 また、フロンターレサポーターの皆さんから「何か手伝うことができないか」とい

うご意見もいただいておりますので、座席交換の際には、サポーターの皆さんと一緒

に何らかの作業ができるように考えております。 

 私からは以上です。 

司会： ありがとうございました。 

 それでは、ただいまご説明した件につきまして、質疑応答をお願いいたします。幹

事社様、よろしくお願いいたします。 

幹事社： 事後レクがあるということで、ざっくりとお伺いしますけれども、これ、

費用としてはどれぐらいを見込んでらっしゃるんでしょうか。 

市長： これは入札案件になるのであまり詳しいことは申し上げられませんが、新た

に設置する場合に比べて大体４分の１ぐらいと想定しておりまして、ざっくり言うと

１,０００万円は切るという形で考えております。あまり詳しいことは申し上げられな

いですが。 

幹事社： わかりました。 

 あと、前回の会見でも非常に悩ましい状況だという、難解な連立方程式を解くよう

な旨とか、非常に悩まれている様子がよくわかったんですけども、非常に異例の対応

だとは思うんですけれども、工事が終わったばかりでさらにこういう工事をつけ加え

ると。だけども、非常に市にとっても貢献しているフロンターレの応援になるという

プラス面もあるし、例えば、ほかの競技団体から言うと、予算があるならもうちょっ

とほかにも回してほしいとか、いろいろなものを勘案しなきゃいけないお立場の中で

こういった結論を出されたと思うんですけれども、改めて、今回のこういう暫定的と

いうか、こういう結論に至った経緯というか、市長のお考えをもう一度改めて。 

市長： そうですね。 

幹事社： どういうものを勘案しながらこういう結論を導かれたのかというのをお聞

かせいただければ。 

市長： ちょっと繰り返しになっちゃうかもしれませんけれども、今、２期整備の事

業評価をやっている段階で、多額の投資をすることはできないと、要するに二重投資

になってしまうというのはこの前の会見でも申し上げたんですが、そういうことにな

らないようにということを考えてきました。 
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 一方で、せっかくＡＣＬの出場が見込まれる中で、繰り返しになってしまいますけ

ど、あの雰囲気というのはサポーターにとっても、あるいは僕にも、フロンターレを

応援する市民の皆さんにとっても非常に残念なことで、全く使えないという状況は何

とか阻止しなければならないなという中で、できる限り早くこの問題を解決しないと

実際のＡＣＬにも間に合わないということになりますし、そういったことを総合的に

勘案したときに職員の中からこういったいい知恵が出てきたということでありまして、

そういう意味ではフロンターレさん、あるいはサポーターの皆さんにもご理解いただ

けるのではないかなと思っております。 

幹事社： 市民にはどうですかね、理解を得られるというか。 

市長： ほんとうに必要最低限の予算だというふうにご理解いただけるのではないか

なと思いますが。 

幹事社： わかりました。 

市長： はい。 

幹事社： では、どうぞ。 

記者： 今回のこの改修は、大体どのぐらいのスケジュール感で、少なくともいつぐ

らいまでに終わらせたいという計画でしょうか。 

市長： 詳しいスケジュール感については、後ほどの事務方のレクからでもよろしい

でしょうか。 

記者： わかりました。 

市長： 今、答えちゃったほうがいいですか。 

記者： はい。 

市長： じゃあ今、少し、ざっくり。 

建設緑政局等々力緑地再編整備室担当課長： 最終的には、１月３１日にはひょっと

したら最初の試合があるかもしれませんので、そこまでには工事を終わらせるという

予定でおります。 

記者： ありがとうございました。 

記者： すみません、これって２階と入れかえた場合というのは、２階に背もたれの

ない席があるということですよね。 

市長： ２階に背もたれが……。 

記者： ない席が行くということではない。 

市長： 要は、１階席の背もたれのない席と、２階席のところの背もたれのある席を

交換する。 
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記者： 交換するんですよね。そうすると、２階席は結局、規定によってやっぱり使

えなくなってしまう。 

市長： そうです。 

記者： ということですよね。そうすると、ＡＣＬは平日にやるみたいなので、そん

なにいっぱい人が入るみたいじゃないと思うんですけど、少なくとも、じゃあ、２階

席の入れかえた部分についてはやっぱり使えなくなってしまう。 

市長： はい。図面を見ていただくとあれなんですが、２階の最後列ですね。要は、

細かい話なんですけど、１階席の背もたれのあるところに設置しているパイプと、そ

の形状が合うのが２階の最後列しかないので、そこをずらっと１列全部交換という、

そういうイメージです。 

記者： そうすると、じゃあ２階を使えないというか、２階の最後列の部分だけが使

えなくなる。 

市長： はい。 

記者： そうすると、今、大体２万７,０００席ぐらいだったと思うんですけれども、

市長に細かい数字を聞くのも何なんですが、入れかえることによって大体何人ぐらい

収容できるようになりそうなんですかね。 

市長： トータルで……、ちょっとよろしいですか。 

建設緑政局等々力緑地再編整備室担当課長： バックスタンドが３,７８２席ござい

まして、こちらの約３割、３２.９％が交換した１,２４３席になります。 

 動かしたほうは、今おっしゃったとおり入れませんので、そちらは省いてという形

になります。 

記者： そうすると、トータルで幾つになる……、これはあとで積み上げれば……。

はい。わかりました。 

司会： よろしいでしょうか。 

≪日本最大級のハロウィンイベント「カワサキハロウィン2016」の開催について≫ 

司会： それでは、続きまして３つ目の事案、話題提供についてご説明いたします。 

 市長、改めまして、よろしくお願いいたします。 

市長： それでは、次に「カワサキハロウィン」につきまして発表させていただきま

す。 

 「カワサキハロウィン」は、川崎のまちの魅力と活力を全国に向けて発信すること

を目的に、川崎駅周辺の商店街、大型商業施設及び川崎市で組織する「カワサキハロ
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ウィンプロジェクト委員会」が主催しているイベントです。今年で２０回目を迎えま

して、日本最大級のハロウィンイベントとして、国内はもちろん、海外まで広く知ら

れるようになりました。 

 さて、今年度の「カワサキハロウィン」でございますが、さらなる魅力の向上を目

指し、例年の取り組みに加えて、注目度の高い新たな取り組みも行っておりますので、

ここでイベント内容についてご説明させていただきます。 

 まず、３０日、日曜日に行われる「ハロウィン・パレード」につきまして、例年、

パレード当日は大勢の方に川崎駅周辺にお越しいただいております。前回、コースの

片側全車線を規制して実施いたしましたが、今年も同様のコースを設定し、参加者及

び観客の皆様にとって、より安全性が高く、非常にエキサイティングでダイナミック

なパレードになると考えております。 

 パレードに続いて、「カワサキハロウィン」の特徴の一つであるハイレベルな仮装コ

ンテスト「ハロウィン・アワード」も行われます。 

 今年も、メーン・パレードと同じ日に『スター・ウォーズ』関連のイベントを実施

いたします。 

 今回の見どころは、映画の世界観をもとに企画され、ダース・ベイダーが率いるエ

リート部隊、第５０１大隊と、約１５０名の仮装者による、最終兵器＜デス・スター

＞の設計図を奪うため、反乱軍の極秘チーム＜ローグ・ワン＞の挑戦を表現するオー

プニングセレモニー及びパレードが展開される予定となっております。川崎駅前に向

けてパレードを実施いたしますので、大きな注目が集まると考えております。 

 よって、パレードにつきましては、先頭を『スター・ウォーズ』が行い、最後を「カ

ワサキハロウィン」のポスターにも掲載されております、リオオリンピックの閉会式

や、マドンナのバックダンサーも務めた、ダンスパフォーマーの「AyaBambi（アヤバ

ンビ）」さんが、パレードを大いに盛り上げてくれます。 

 なお、「ハロウィン・アワード」と「スター・ウォーズ・オープニングセレモニー」

では、私も仮装をして参加をいたします。 

 ２９日、土曜日に行われる「キッズ・パレード」ですけれども、毎年大好評のため、

参加者募集開始後数日間で定員に達してしまうことから、新たに「ハロウィン・キッ

ズ・タウン・ツアー」を開催いたします。ラゾーナ川崎プラザ、ルーファ広場をスタ

ートいたしまして、川崎駅周辺に散りばめられたタウンポイントを回って、ハロウィ

ンにちなんだ景品をゲットできる企画です。多くのお子様と保護者の、かわいらしい

仮装イベントになると考えております。 
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 今回より、「ハロウィン・パレード」及び「キッズ・パレード」において、新たな試

みといたしまして、車椅子の方々への対応をスタートいたします。本市がまちづくり

のコンセプトとして掲げる「かわさきパラムーブメント」の考え方を「カワサキハロ

ウィン」に取り入れて、車椅子利用者にパレードに参加してもらえるように受け入れ

体制を整えるなど、さらに多くの皆様に楽しんでいただける「カワサキハロウィン」

を目指してまいります。 

 また、地域と連携した取り組みをご紹介いたします。本市と包括協定を提携してお

りますＮＰＯ法人ピープルデザイン研究所による「ピープルデザイン川崎プロジェク

ト」として、「キッズ・パレード」の際に市内障害者関連施設の利用者の方々を含めて、

お手伝いスタッフを配置していただき、参加者や来場者のサポートをしていただく予

定でございます。 

 さらに、まちをきれいにするＮＰＯ法人グリーンバードの協力のもと、清掃活動を

積極的に展開いたします。「キッズ・パレード」や「ハロウィン・パレード」における、

パレード最後尾での清掃活動に加えて、３１日月曜日、川崎駅周辺大型商業施設１０

店舗が中心となり、まちの清掃活動イベントを行います。 

 その他の取り組みといたしまして、交通局と四谷小学校の児童により「ハロウィン

装飾バス」を作製し、２３日から２８日までの間、そのバスを通常運行に使用する企

画や、２９日及び３０日にはバスの展示・無料運行を行うなど、さまざまな企画を実

施いたします。 

 市役所第３庁舎では、２０周年を記念して新たにゲート型の巨大バルーンを、本日

１７日から３１日まで設置しております。 

 また、麻生区早野地区で栽培された巨大カボチャを活用して、ハロウィンイベント

開催中にチネチッタ通りに展示されます。 

 毎年、「ハロウィン・パレード」が盛大に行われております。それに伴い、３０日日

曜日の１３時３０分から１６時１５分ごろまでは交通規制が行われ、川崎駅周辺にお

きまして混雑が予想されております。ドライバーの皆様にはご迷惑をおかけすると思

いますが、迂回ルートなどを利用するようご協力をお願いいたします。 

 「ハロウィンといえば川崎」と言われるぐらい大きなイベントになりました。今で

は全国各地でハロウィンイベントが行われるようになりましたが、行政も含め、地域

が一体となって実施しているのが「カワサキハロウィン」の大きな特徴だと思います

ので、今後も地域の皆様とともにこのイベントを盛り上げていきたいと考えておりま

す。 
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 説明は以上です。質問があればよろしくお願いします。 

司会： ありがとうございました。 

 それでは、市政一般とあわせまして質疑応答をお願いいたします。幹事社様、よろ

しくお願いします。 

幹事社： ではハロウィンについて。これは日本最大級ということなんですが、参加

者って大体例年どのぐらいで、今年はどのぐらいを見込んでいるというのはあるんで

すか。 

市長： まず観覧者という意味では、昨年は約１２万人です。 

幹事社： これは３０日の１日だけでということですね。 

市長： はい、パレードのときですね。 

 仮装は、これは提出制になっておりまして……、ああ、ごめんなさい。 

経済労働局商業振興課商業振興係長： ２,５００人。 

市長： ２,５００人ということでございます。 

幹事社： これは今年の見込みということ。去年。 

市長： 今年も２,５００人のところで枠が切ってありまして、そこにご応募いただ

いた方にご参加いただくということです。 

幹事社： 観覧者も、大体１２万人ぐらいを見込んでいるんですね。 

市長： そうですね。 

幹事社： わかりました。 

 これ、ちょっと改めてになりますが、２０年目という節目で、長くやって、当初は

こんなに盛り上がるとは思わなかったなんて言う方もいらっしゃるんですけど、非常

に立派なイベントになって、市にとっても貴重な財産だと思うんですけれども、改め

て、市にとってどういうイベントなのかという、また、この２０年間を振り返ってみ

てどんなふうな印象を持っておられるか、所感を聞かせてください。 

市長： 最初にやり始めたときは、ほんとうに小さく始まって、まだ日本にハロウィ

ンというものがあまり知られていない時期から始まって、それがだんだん大きくなっ

て、地元の人たち、商店街をはじめ周辺の、いわゆる大型の商業施設や地域の皆さん

が一緒になってつくりあげてきた。そういうことで、やっぱり継続は力なりで、今と

なっては川崎といえばハロウィンというか、ハロウィンの時期になると非常に川崎の

ことが意識されるというか、昨年もテレビや新聞等々、いろんなメディアで取り上げ

ていただいて、川崎の、ある意味風物詩になっていると思いますので、川崎のソフト

コンテンツというか、そういう意味では非常に大切なものになっているというふうに
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思います。 

幹事社： ちなみに市長は、去年も『スター・ウォーズ』で、今年もですか。 

市長： 今年も『スター・ウォーズ』。 

幹事社： ダース・ベイダーで。 

市長： それは悪者のほうですよね。もうちょっといい者になると思うんですけど、

何か……。 

幹事社： 去年は何をされてましたっけ。 

市長： 去年はジェダイだったんですけど、今年は何だか、まだオープンになってい

ないということです。 

幹事社： わかりました。 

≪小児医療費助成条例の改正議案の可決について≫ 

幹事社： じゃあ、市政一般のほうに。 

市長： はい。 

幹事社： 市議会の第３回定例会がさっき閉会して、市長が公約で掲げていた小児医

療費の小学６年生までの助成拡大というのが賛成多数で可決されて、いよいよ公約の

１つが実現に向かったということだと思うんですけれども、改めて、市長選で掲げた

公約が達成したことでのご所感をまず１点。 

 あと、まとめてお聞きしますけれども、市長選では無料化ということを掲げていて、

結果として選挙で無料化を訴えてしまった反省というんでしょうか、この市議会の議

論なんかを踏まえて、その辺に反省があればそれをお聞きしたいのと、あとは、市議

会で可決するに当たって、今後の財政状況を見て、一部負担金で見込んでいる１億５,

０００万円はなるべく負担がないような形で見直せないかという附帯決議がついてい

ると思うんですけれども、こういった附帯決議、市議会が求めていることに対してど

ういうふうに取り組まれていくのか。この３点についてお願いします。 

市長： はい。私も公約に掲げて、また市民の皆さんも非常に関心の大きいテーマだ

と思いますので、まずは小学校６年生までという形で助成が拡大できたことはよかっ

たと思いますし、私がよかったというよりも、そういったサービスが提供できるとい

うことが非常によかったというふうには思います。 

 一方で、ご指摘のとおり私の公約の一部変更となっておりますので、そこについて

はしっかりと説明していかなくてはいけないと思います。ただ、一部負担金をとると

いうことが、この前もお話ししておりますが、負担が増えるような誤解をされてしま
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うと非常におかしな話になりますので、むしろ、それはぜひ私も説明したいと思いま

すし、ぜひ報道機関の皆様には、そのあたりをしっかりとお伝えいただければ大変あ

りがたく思います。 

 選挙当時もそうですし、しばらくというか、一部負担金をとるという話は当初から

考えていた話では全くなく、制度をやっていく上で、これは一定の負担をいただいた

ほうがいいというふうに私なりに考えを変えてきたということがあります。そのこと

も含めてしっかりと今後も説明していかなくてはいけないと思いますし、その中で、

今回の議会の中でも委員会等で質疑があったと思いますが、これは、財政がよくなっ

たからどうのこうのという話ではございませんというものの考え方で一部負担金をお

願いしているということではありませんので、そのことも含めて、制度の話をしっか

りと説明していかなければならないなと、ご理解をいただく必要があると思っていま

す。いずれにしても、議会のご理解をいただけてよかったとは思っております。 

幹事社： わかりました。 

≪春日山部屋について≫ 

幹事社： あと、市政とは離れてしまうんですけれども、川崎にある相撲部屋のお話

がありまして、聞いたところによると後援会とか、今日は市議会でも有志で署名を行

ったり、商工会議所も有志で集めて、本日の夕方に相撲協会に嘆願書を提出するとい

うような。嘆願書の中身というのはご存じかとは思うんですけれども、親方の辞任勧

告の撤回を求めて、川崎に相撲部屋を存続してほしいという願いを込めたものだと思

うんですけれども、こういったものに関して、市長はこの問題についてどういうふう

な感じで受けとめられていて、ちょっと、話が違ってたらあれですが、市長も何か署

名をされたんじゃないかと言う人もいたんですけれども、その辺の、どういうふうに

この問題を受けとめておられるのかをお聞かせください。 

市長： まず、春日山部屋については、これまでも川崎に大きな地域貢献を、いろい

ろな機会を通じてやっていただいておりまして、この前の熊本地震のときも募金活動

を積極的にやっていただいたり、それをお届けいただいたり、あるいは子供たちの、

川崎はやはり小学校から大学まで、都市部にありながらも相撲が非常に活発に行われ

ているところでありますので、そういった意味でも、人材育成の点からもいろいろな

ご貢献をいただいております。 

 そういった意味で、部屋が川崎にあるということの意義は大変大きなものがあると

思いますので、そのことについて要望書という形で相撲協会の理事長宛てに要望書を
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本日提出するという形で、書面でもって提出させていただきました。 

幹事社： それは、市長として出されるということですか。 

市長： はい。そうです。 

幹事社： ああ、特に何かの署名に協力したんじゃなくて。 

市長： じゃないです。 

幹事社： 川崎市長として。 

市長： はい。 

幹事社： これ、あとでその文面とかそういったものって。 

市長： ああ、そうですね。今日３時ぐらいにお届けするというふうに、菊地副市長

が行っておりますので、その文面についてはまた提供させていただきたいと思います。 

幹事社： わかりました。 

 では、各社どうぞ。 

≪臨時福祉給付金に関する事務ミスについて≫ 

記者： 市の事務方絡みのミスが、やはり先週も出てしまいました。臨時福祉給付金

の件だったんですけれども、二重払いが起きたということで、金額自体は小さく、件

数も小さいので、速やかに事態は解決するのかなと思うんですけれども、やはり、な

かなかミスがとまらないという現状があると思います。 

 毎回聞いているんですけれども、この現状をどう受けとめているのか、どうしてこ

ういうことが起きているのか、あと、再発防止に向けて何か抜本的な解決策などお考

えであれば、教えてください。 

市長： 今回の、今ご指摘の件につきましては、委託業者のミスということでありま

すけれども、しかし、委託元は私どもでありますから、そういう責任はあると思いま

す。 

 ただ、今回の件に当たっては、処理的なものについてはこの委託業者のミスという

ふうに私は報告を聞いておりまして、これまでの一連のものとはやや性質が異なるの

ではないかと思います。 

 いずれにしても、市民の皆様にご迷惑をおかけしたことには間違いありませんので、

おわびを申し上げたいと思います。 

記者： その業者ですけれども、臨時福祉給付金に関しては今回を含めて計３回契約

を取っているというふうに聞いています。前の２回分について、実はミスがなかった

かどうか再度確認するというようなお考えはないでしょうか。 
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市長： そういうのは確認したいと思います。 

記者： 確認するということでよろしいですね。 

市長： はい。 

記者： わかりました。 

司会： よろしいでしょうか。 

 それでは、以上をもちまして終了いたします。ありがとうございました。 

（以上） 

この記録は、重複した言葉づかい、明らかな言い直しや質問項目などを整理したう

えで掲載しています。 

（お問い合わせ）川崎市役所総務企画局シティプロモーション推進室報道担当 

 電話番号：０４４（２００）２３５５ 


